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１．新設組織の入学定員（編入学定員含む）設定の考え方及び定員を充足する見込み 

従来の学問分野にとらわれることなく、人材像主導のカリキュラムを設計・運用すること、その

教育の内容を時代が要求する人材像の変遷ともに柔軟に変更する体制を構築すること、社会や企業

の抱える様々な課題に直に触れ、課題発見能力・課題解決能力を磨く社会実装教育を全学生に対し

て導入することを目的として、現在の7学科体制を1学科体制（総合理工学科）に再編する。改組後

の総合理工学科の入学定員については、基礎となる現行の総合理工学部７学科の実績を踏まえ設定

する。具体的には、（1）学生確保の見通しの調査結果、（2）中⻑期的な18歳人⼝の全国的、地域

的動向、（3）競合校の状況、（4）既設学部等の学生確保の状況において、検討・分析した結果、

現在の７学科の入学定員数を合計した370名を改組後の総合理工学科の入学定員とし、定員充足に

ついても⼗分に充足できる見込みがあると判断できる。 

また、3年次編入学についても（4）既設学部等の学生確保の状況を踏まえ、現在の入学定員数の

12名を改組後の総合理工学科の入学定員とし、定員充足についても⼗分に充足できる見込みがある

と判断できる。 

 

（１）学生確保の見通しの調査結果 

改組後の総合理工学部が⾼等学校の生徒のニーズと合致していることとともに、改組後の総合理

工学部の定員充足状況を確認するため、本学部に入学実績のある⾼等学校の在学生（2年生）を対象

に改組案に対するアンケート調査を行った【資料1】。アンケートは過去5年間に10人以上の入学実

績のある全国の34校に対して令和6年1⽉12⽇から2⽉2⽇まで実施し、2,812名の生徒から回答を得

ている。アンケートの実施にあたっては、改組構想について説明する資料を配布し、改組の概要と

新しい総合理工学部の特⾊を伝えたうえで、総合理工学部への受験意向と入学意向、総合理工学部

の特⾊に対する魅力度などを尋ねた。 

今回は、⾼校2年生へのアンケート調査としたことから、回答者の属性として理系志望者と文系志

望者が混在する形となっているため、以下の分析では、所属クラスにおいて普通科（理系）、理数

科、探究科、工業系学科、商業系学科と回答があった1,704名を対象として分析する。 

アンケートでは、今回の改組の4つの⼤きな特⾊についてその魅力度を尋ねた（質問7〜10）。 

 

質問7 

「1年生で理工学の基礎を学んだ後に、2年生で専門分野を決定します。各分野で求められる標準

的な人材像を目指す「標準履修モデル」が示されており、それを参考に幅広い総合理工学の専門科

目から主体的に自分の学びを設計することができます。」 

この結果は表1のとおりであり、78.9％の生徒が魅力を感じる（「とても魅力を感じる」と「ある

程度魅力を感じる」の合計：以下同様）と回答しており、この特⾊に関して極めて魅力的に映って

いることがわかる。 

                表１ 質問７の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 331 19.4％ 

ある程度魅力を感じる 1,013 59.4％ 
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あまり魅力を感じない 278 16.3％ 

まったく魅力を感じない 78 4.6％ 

無回答 4 0.2％ 

合計 1,704 ― 

 

質問8 

「各モデルコースでは、それぞれの専門分野の内容を深く学ぶと同時に、異なる科目も選択し、

幅広く理工学の知識を身につけることができます。」 

この結果は表2のとおりであるが、「専門分野の内容を深く学ぶこと」ができることと同時に「幅

広い理学の知識を身につけること」ができることに対して、82.6％の生徒が魅力を感じると回答し

ており、この特⾊に関して極めて魅力的に映っていることがわかる。 

表２ 質問８の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 469 27.5％ 

ある程度魅力を感じる 939 55.1％ 

あまり魅力を感じない 219 12.9％ 

まったく魅力を感じない 73 4.3％ 

無回答 4 0.2％ 

合計 1,704 ― 

 

質問9 

「専門人材教育と理工社会実装教育とを通して、⾼い専門性を修得すると同時に、それを活用し

て能動的に社会に参画しようとするアントレプレナーシップを身につけた人材や、幅広い視野を持

ち合わせて様々な課題の解決に向かって取り組むことができます。」 

この結果は表3のとおりであり、80.3％の生徒が魅力を感じると回答しており、極めて魅力的に映

っていることがわかる。 

表３ 質問９の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 365 21.4％ 

ある程度魅力を感じる 1,003 58.9％ 

あまり魅力を感じない 257 15.1％ 

まったく魅力を感じない 73 4.3％ 

無回答 6 0.4％ 

合計 1,704 ― 
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質問10 

「卒業研究の研究テーマは、原則、学生自身が所属する分野の中のテーマを選択することとなり

ますが学生の希望によっては、分野を越境してのテーマ選択も可能です。一方、卒業研究を選択し

ない学生には、⻑期企業インターンシップや海外留学などを通じて、卒業研究と同等の教育を行い

ます。」 

この結果は表4のとおりであり、85.6％の生徒が魅力を感じると回答しており、極めて魅力的に映

っていることがわかる。 

表４ 質問10の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 578 33.9％ 

ある程度魅力を感じる 881 51.7％ 

あまり魅力を感じない 177 10.4％ 

まったく魅力を感じない 62 3.6％ 

無回答 6 0.4％ 

合計 1,704 ― 

 

上記のような改組後の新しい総合理工学部の特⾊を踏まえた上で、本学部を「受験したいと思

う」と回答した者は416人であった。この受験意向者416人のうち、「合格したら入学したい」と回

答した者は379人であった。今回の調査は、過去5年間に10人以上の入学実績のある⾼校を対象に実

施し、内訳としては、島根県、鳥取県、広島県、岡山県の中国地方の⾼校及び愛媛県、京都府、兵

庫県の⾼校の34校に調査を依頼し実施した。総合理工学部では約74％が当該⾼校以外からの志願者

となっていることから、改組後の総合理工学部においても、⼗分な志願者を確保し、定員を充足で

きるものと判断する。また、今回は、回答者の属性として理系志望者と文系志望者が混在する形で

調査を行い、その中の文系生徒についても16％の者が「入学したい」との希望をもっており、これ

までに見られなかった文系生徒からも一定の興味は見受けられる。 

 

（２）中長期的な18歳人口の全国的、地域的動向 

平成30年度から令和4年度の島根県及び全国の18歳人⼝の推移と令和11年度までの18歳人⼝の予

測数は【資料2】のとおり。今後、18歳人⼝は、令和5年から令和11年の間で、全国で2.1％減少、

島根県で7.4％減少することが見込まれ、全国と比較しても島根県における18歳人⼝の減少が著し

い。本学総合理工学部の都道府県別の入学者・受験者ともに最も多い県は島根県であるが、受験者

全体に占める割合は過去3年平均（令和3年度〜令和5年度）で15.0％[表5]となっており、県内だけ

でなく広く全国から受験者を集めている。 

令和5年度の県内・県外出身者の受験者数［表5］に令和11年度の令和5年度人⼝比【資料2】を乗

じて算出される令和11年度の受験者見込み数は957名（県内出身者147名、県外出身者810名）、想

定受験倍率は2.59倍となり、一定の受験者の確保が可能であると判断できる。 
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表５ 令和３年度から令和５年度 島根⼤学総合理工学部 県内・県外別受験状況 

 受験者数 うち 

県内出身者 

県内出身者 

割合 

うち 

県外出身者 

県外出身者 

割合 

令和3年度 1,362 178 13.1% 1,184 86.9% 

令和4年度 1,217 197 16.2% 1,020 83.8% 

令和5年度 986 159 16.1% 827 83.9% 

平均 1,188 178 15.0% 1,010 85.0% 

 

（３）同分野を有する競合校の状況 

中国四国地方（島根県、広島県、岡山県、山⼝県、鳥取県、香川県、徳島県、愛媛県、⾼知県）

の国⽴⼤学のうち、理工学部分野に限定すれば徳島⼤学理工学部と⾼知⼤学理工学部が競合校とな

る。本学を含む3⼤学の令和3年度から令和5年度の受験倍率は、1.5倍〜3.3倍で推移しており、各⼤

学は同様の状況であるといえる[表6]。 

 

表６-１ 令和３年度〜令和５年度 島根⼤学総合理工学部 入学者志願状況 

 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和3年度 
400 

1,362 

(3.41倍) 

797 

(1.99倍) 
434 410 1.03  

令和4年度 
400 

1,217 

(3.04倍) 

691 

(1.73倍) 
450 404 1.01  

令和5年度 
370 

986 

(2.66倍) 

573 

(1.55倍) 
398 371 1.00  

平均 
390 

1,188 

(3.05倍) 

687 

(1.76倍) 
427 395 1.01  

 

表６-２ 令和３年度〜令和５年度 徳島⼤学理工学部 入学者志願状況 

 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和3年度 
550 

2,280 

(4.15倍) 

1,199 

(2.18倍) 
637 550 1.00  

令和4年度 
550 

2,610 

(4.75倍) 

1,438 

(2.61倍) 
642 546 0.99 

令和5年度 
565 

1,726 

(3.05倍) 

1,000 

(1.77倍) 
666 589 1.04  

平均 
555 

2,205 

(3.97倍) 

1,212 

(2.18倍) 
648 562 1.01  
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表６-３ 令和３年度〜令和５年度 ⾼知⼤学理工学部 入学者志願状況 

 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和3年度 
235 

586 

(2.49倍) 

398 

(1.69倍) 
256 235 1.00  

令和4年度 
235 

1,004 

(4.27倍) 

787 

(3.35倍) 
273 250 1.06  

令和5年度 
235 

594 

(2.53倍) 

445 

(1.89倍) 
264 243 1.03  

平均 
235 

728 

(3.10倍) 

543 

(2.31倍) 
264  243  1.03  

 

（４）既設組織の定員充足の状況 

過去5年間（平成31年度から令和5年度）の総合理工学部全体の志願倍率は3.4倍、受験倍率は2.1

倍【資料3】であり、定員を充足するだけの⼗分な受験者数を確保している。また、全ての学科で受

験倍率は1.8倍以上であり、総合理工学部のいずれの分野においても、学生の需要は⼗分にあると考

えられる。 

また、編入学者についても過去5年間（平成31年度から令和5年度）の志願倍率は5.5倍、受験倍率

は5.3倍【資料3】であり、⼗分な志願者を確保し、12名の定員を充足できるものと判断する。 

 

２．学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

島根県内を中⼼とする中国地区の⾼等学校及び⾼等専門学校に対して以下の広報活動を行い、新

総合理工学部の魅力を発信する。これによって受験生の増加を図っていく。 

①リーフレット作成と⾼校訪問 

令和6年7⽉には改組後の総合理工学部を紹介するリーフレットの作成を予定している。リーフ

レットが完成次第、進学実績のある⾼等学校及び⾼等専門学校の進路指導担当者に今回の改組

の趣旨を説明したうえで、⾼校生へのリーフレット配布を依頼する予定であり、⼤きな宣伝効

果が期待できる。 

②オープンキャンパス 

例年、8⽉にオープンキャンパスを開催しており、多くの受験生が参加している。令和5年度は

8⽉2⽇（水）に開催し、総合理工学部だけで⾼校生373名、既卒者、保護者等255名の参加者が

あった。令和6年度も同様の⽇程で開催予定であり、受験生、保護者及び⾼校の教員などに改組

後の総合理工学部の入試制度や教育体制を直接伝える機会となり、⼤きな効果が期待できる。 

③ウェブサイトによる広報 

島根⼤学総合理工学部では、ウェブサイトを利用した広報活動を行っており、現在も継続的に

入試情報や特⾊ある教育の紹介のほか、学部生のインタビューなどを掲載している。ウェブサ

イトを利用した広報活動はかなりの効果が期待できるため、今後、できるだけ早い時期に新し

い総合理工学部総合理工学科の紹介ページを作成し、情報の周知に努める。 
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３．新設組織で養成する人材の社会的要請や人材需要の動向 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

今後ますます複雑化・複合化する国際社会の中で、我が国の産業界を担う理工系専門職・技術者

の求められる姿を考える時、⼤学及び⼤学院教育で身につける一定範囲の専門性が⾼度なものであ

ることは当然であるとしても、これに加えて、⼤学で身につける知識や経験を、社会でどのように

活かしていくかを自ら考え、能動的に社会や産業のイノベーションに参画しようとするアントレプ

レナーシップ、すなわち社会実装に向けた志向（思考力）や態度（行動力）を身につけた人材の育

成が求められる。これらの社会的ニーズに応える専門職業人や研究者を育成していくことを目的と

して、総合理工学部では教育研究を遂行する。 

 

（２）社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

①社会的、地域的な人材需要の動向 

世界情勢に目を向けると、経済安全保障リスク、デジタル化やグリーン化への対応は、より⼤きく

現実的な課題として、重くのしかかっている。ロシアによるウクライナ侵攻は、世界の安全保障環境

を劇的に変化させ、歴史的なインフレ、エネルギー価格の⾼騰、サプライチェーンの混乱を発生させ

た。コロナ禍においては、中国・上海でのロックダウンは、グローバルサプライチェーンの脆さを露

呈させ、一部の半導体についての需給ひっ迫は未だ収まらず、各国が連携してグローバルサプライチ

ェーンを強靱化することの重要性が⾼まっている。 更に、気候変動への対応において、脱炭素目標

を掲げる国は世界の GDP の 9 割を占め、欧米をはじめ、排出削減と経済成⻑を両⽴するグリーント

ランスフォーメーション（GX）を標榜して投資競争が激化する様相にある。こうした中、半導体や

蓄電池をはじめとした技術の向上がその両⽴の鍵を握る時代が到来しており、それに向けた人材育

成が急務である。このような複雑化・複合化する社会的課題に向き合い、それを理工学の知見を武器

に解決して行くことができる人材を養成するには、⾼度な専門性を保ちながらも、理工学の各分野の

知見を総合的に広い視野とともに活用できる能力が重要になってくる。また、⼤学で身につけた知識

や経験を、社会でどのように活かしていくかを自ら考え、能動的に社会や産業のイノベーションに参

画しようとするアントレプレナーシップ、すなわち社会実装に向けた精神の涵養が重要である。 

地域産業の状況を見ると、島根県において「しまね産学官人材育成コンソーシアム」を結成し、産

学官が一体となって島根県における⾼等教育の在り方やその果たすべき役割等について認識を共有

し、『島根県版 ⾼等教育のグランドデザイン』を令和 4 年 3 ⽉に策定している。その中では、異分

野・異領域へと越境する力、グローバルな視野と発想力、⾼い外国語運用力、知識・技能を常に更新

しようとする自己教育力、多様な人と人をつなぐコミュニケーション力、などが必要とされている。

県内の産業においては、島根県の外貨獲得シェアのうち約 7 割はものづくり産業であり、その分野の

強化、先鋭化は地域産業振興の鍵である。具体的には、伝統産業である金属素材産業を土台として、

それを製品として昇華させる機械産業や、セラミックコンデンサを中⼼とする電気産業が⽴地して

おり、これらの分野への人材供給は 1 つの使命となる。また県内には、プログラミング言語「Ruby」

をはじめとするオープンソースソフトウェアを活かしたシステム開発やビジネス拡⼤・創出の動き

が活発であり、IT 企業の誘致にも力を入れてきた。これらの企業の振興は、IT 産業自体の振興にと
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どまらず、県内産業全体のデジタル化を後押しすることにもつながる。また、県内外を問わず、持続

的な社会の実現に向けた環境・国土の保全などへの関⼼の⾼まりがあり、これらの課題に取り組む⾼

度人材の供給も重要である。 

②卒業後の進路に関する調査結果の概要

卒業後の進路に関する調査として、本学部の卒業生を採用している企業にアンケート調査を行っ

た【資料4】。その結果、169社から回答があった。 

企業からの採用意欲について、総合理工学部総合理工学科を卒業もしくは卒業後に⼤学院を修了

した学生を採用したいと思われますかの質問に対し、98.2％の企業（166社）が採用したいと回答し

ており、本学部の卒業生に対する⾼い期待を有していると言える。 

また、各企業に対して総合理工学部の教育に関してどの程度魅力を感じるか質問を行った結果、

以下の回答が得られた。 

１）総合理工学科１学科体制により、従来の学問分野にとらわれることなく、人材像主導の教育

カリキュラムを設計・運用し、その教育の内容を時代が要求する人材像の変遷ともに柔軟に

変更する体制を構築する。「とても魅力を感じる：42.6％」、「ある程度魅力を感じる：

49.7％」と、回答した企業の92.3％から魅力を感じていると回答があった。 

２）社会や企業の抱える様々な課題に直に触れ、課題発見能力・課題解決能力を磨く社会実装教

育を全学生に対して導入する。「とても魅力を感じる：57.4％」、「ある程度魅力を感じ

る：42.0％」と、回答した企業の99.4％から魅力を感じていると回答があった。

３）一括入試を導入するとともに、1年次には専門分野を確定させず、全分野の基礎となる専門基

礎科目と幅広い専門分野の導入科目を俯瞰的に学習する。その後に、自分が興味を持つ分野

を選択する（レイトスペシャライゼーション）。「とても魅力を感じる：43.2％」、「ある程

度魅力を感じる：49.7％」と、回答した企業の92.9％から魅力を感じていると回答があっ

た。

４）アントレプレナーシップやインターンシップ等、社会や企業の抱える様々な課題に直に触

れ、課題発見能力・課題解決能力を磨く教育を導入する。「とても魅力を感じる：

56.8％」、「ある程度魅力を感じる：40.8％」と、回答した企業の97.6％から魅力を感じて

いると回答があった。

５）特定の人材像を目指す専門教育を重視しつつも、学生の意欲に応じて関連する分野に関わる

教育を柔軟に習得できる教育課程とする。「とても魅力を感じる：45.6％」、「ある程度魅

力を感じる：50.3％」と、回答した企業の95.9％から魅力を感じていると回答があった。

以上の結果から、総合理工学部総合理工学科で実施する教育や人材育成方針が多くの企業から⽀

持を受けていると言える。 

今回の調査では、本学部の卒業生を採用している企業を調査対象として実施し、当該企業の採用

予定数を合計すると約220名であった。例年、企業のほかに教員や公務員に就職する者が約48名

（令和2年度から令和4年度の平均）あり、さらに進学者についても約138名（令和2年度から令和4

年度の平均）ある。また、令和2年度から令和4年度の実質就職率は96.8％である。これらのことか

ら、卒業生の進路については⼗分に確保できるものであると判断する。 
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